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野村北⽶REIT投信（円コース） 

年2回決算型 
償還運用報告書(全体版) 

 
第30期（償還日2024年９月17日） 

 
作成対象期間（2024年３月16日～2024年９月17日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
このたび、約款の規定にもとづき償還決算を行ない、償還価額が決定いたしました。 
ここに設定日から償還までの運用経過をご報告いたしますとともに、ご愛顧に対し厚く御礼
申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／海外／不動産投信 
信 託 期 間 2009年10月21日から2024年９月17日までです。 

運 用 方 針 

主として、円建ての外国投資信託であるノムラ・ファンド・シリーズ－ノース・アメリカン・リート・ファンド－ クラスJPY受益証券および円建ての国内籍
の投資信託である野村マネーマーケット マザーファンド受益証券への投資を通じて、米国およびカナダの金融商品取引所に上場されているREIT（不動産投
資信託証券）を実質的な主要投資対象とし、信託財産の成長を図ることを目的として積極的な運用を行なうことを基本とします。各受益証券への投資比率
は、通常の状況においては、ノムラ・ファンド・シリーズ－ノース・アメリカン・リート・ファンド－ クラスJPY受益証券への投資を中心としますが、特に
制限は設けず、各投資対象ファンドの収益性および流動性ならびに当ファンドの資金動向等を勘案のうえ決定することを基本とします。 

主 な 投 資 対 象 

野村北米REIT投信 
（円コース） 
年2回決算型 

ノムラ・ファンド・シリーズ－ノース・アメリカン・リート・ファンド－ クラスJPY受益証券および野村マネーマーケット マ
ザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、コマーシャル・ペーパー等の短期有価証券ならびに短期金融商品等に直
接投資する場合があります。 

ノムラ・ファンド・シリーズ－ 
ノース・アメリカン・リート・ 

ファンド－ クラスJPY 
米国およびカナダの金融商品取引所に上場されているREITを主要投資対象とします。 

野村マネーマーケット 
マザーファンド 

本邦通貨表示の短期有価証券を主要投資対象とします。 

主 な 投 資 制 限 

野村北米REIT投信 
（円コース） 
年2回決算型 

投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行ないません。 

野村マネーマーケット 
マザーファンド 

株式への投資は行ないません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益等から、基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制
限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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野村北米REIT投信（円コース）年2回決算型

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

26期(2022年９月15日) 26,512    10 △13.0 0.2 － 98.4 354 

27期(2023年３月15日) 24,013    10 △ 9.4 0.3 － 98.2 287 

28期(2023年９月15日) 24,075    10 0.3 0.3 － 98.7 277 

29期(2024年３月15日) 23,679    10 △ 1.6 0.3 － 98.6 260 

(償還時) (償還価額)       

30期(2024年９月17日) 24,111.32 － 1.8 － － － 249 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％ ％ ％ ％ 

2024年３月15日 23,679    － 0.3 － 98.6 

３月末 24,007    1.4 0.3 － 98.2 

４月末 22,548    △4.8 0.3 － 98.1 

５月末 22,833    △3.6 0.3 － 98.2 

６月末 23,397    △1.2 0.3 － 98.2 

７月末 24,827    4.8 － － 98.5 

８月末 24,603    3.9 0.4 － 98.5 

(償還時) (償還価額)     

2024年９月17日 24,111.32 1.8 － － － 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村北米REIT投信（円コース）年2回決算型

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2024年３月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

実質的に投資している北米REITからのインカムゲイン（配当収入） 

実質的に投資している北米REITからのキャピタルゲイン（またはロス）（価格変動損益） 

為替取引によるコスト（金利差相当分の費用）またはプレミアム（金利差相当分の収益） 

 

○投資環境 

北米REIT市場は、期初から４月にかけては、３月の米ISM製造業景況指数や米雇用統計にお

ける非農業部門の雇用者数など経済指標が市場予想を上回り、FRB（米連邦準備制度理事会）

による利下げ観測が後退したことなどから下落基調で推移しました。５月以降は、米国の市場

予想を下回る経済指標や、インフレの鈍化が確認される中、米国の利下げ期待から米国債利回

りが低下する中、上昇基調で推移し、期間を通して北米REIT市場は上昇しました。 
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野村北米REIT投信（円コース）年2回決算型

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村北米REIT投信（円コース）年2回決算型］ 

［ノムラ・ファンド・シリーズ－ノース・アメリカン・リート・ファンド－ クラスJPY］お

よび［野村マネーマーケット マザーファンド］の受益証券を主要投資対象とし、投資の中心

とする［ノムラ・ファンド・シリーズ－ノース・アメリカン・リート・ファンド－ クラスJPY］

の受益証券への投資比率を概ね95％以上に維持しました。 

 

［ノムラ・ファンド・シリーズ－ノース・アメリカン・リート・ファンド－ クラスJPY］ 

・当作成期中の主な動き 

（１） REITへの投資にあたっては、価格水準が相対的に割安で、長期的に高い収益成長が期待

できる銘柄を選別し投資しました。 

（２） 2024年８月末には全てのREITの売却が完了致しました。 

 

［野村マネーマーケット マザーファンド］ 

残存１年以内の公社債等の短期有価証券への投資を行ない、あわせてコール・ローン等で運

用を行なうことで流動性の確保を図りました。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、主として外国籍ファンドに投

資するファンド・オブ・ファンズであり、値動

きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マーク等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

償還のため分配は行ないませんでした。   
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野村北米REIT投信（円コース）年2回決算型

◎設定来の運用経過 

 
 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、設定時10,000円から償還時24,111.32円となりました。設定来お支払いした分配

金は１万口当たり290円となりました。 

 

期間①：2009年10月～2014年５月 

2009年10月21日の設定以降、2010年３月のFOMC（米連邦公開市場委員会）において、政策

金利を長期間ゼロ付近に維持する方針が改めて表明されたことや、米国にて複数の経済指標が

市場予想を上回ったことにより景気回復に対する楽観的な見方が高まったことなどを背景に

上昇基調で推移しました。2011年８月に米格付会社が米国債格付を引き下げ、世界経済の先行

きに対する悲観的な見方が広がったことなどを受け下落する局面もありましたが、その後は、

2013年１月に米上院下院がそれぞれ「財政の崖」問題を回避するための法案を可決したことな

どを背景に、上昇基調で推移しました。2013年６月に入り、６月下旬に発表されたFOMC後の

声明やFRB（米連邦準備制度理事会）議長の会見を受けて、金融当局による資産購入プログラ

ムの規模が早期に減額される可能性が高まり相場の先行きが警戒されたことなどを背景に、軟

調な展開となりました。その後、2013年12月中旬に開催されたFOMCにて、金融緩和の規模縮

小が決定されたものの、声明の中で長期にわたって低金利を継続させる意向が盛り込まれ、金

融政策の先行き不透明感が後退したことなどを背景に上昇基調となりました。 
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野村北米REIT投信（円コース）年2回決算型

期間②：2014年６月～2016年７月 

2015年１月までは、米国において良好な経済指標が発表される一方で、金融当局が利上げに

向けて慎重に臨む姿勢を示し、利上げに対する警戒感が緩和したこと、原油相場の下落が可処

分所得の増加やインフレの抑制を通じて国内経済に恩恵を与えるとの見方が広がったことな

どから、概ね上昇基調で推移しました。その後は、米国において、利上げに対する警戒感が広

がる中で弱い経済指標が相次いで発表されたことなどから、金融政策と景気の先行きに対する

不透明感が広がったことや、８月以降に中国株式市場の下落を発端として世界的に株式市場が

大きく混乱したことを背景に、下落基調で推移しました。その後、2016年２月中頃以降は、原

油価格の回復や世界の主要金融当局が金融緩和に踏み切るとの期待感などを背景に、北米REIT

市場は再び上昇しました。また、６月にFRB議長が講演にて雇用市場の弱さに言及し、金利が

低水準に抑えられるとの見方が広がったことなどを背景に、上昇基調となりました。 

 

期間③：2016年８月～2020年１月 

2017年12月に、米国において法人税の減税を含む税制改革法案の成立によって政府の税収入

が減少し財政赤字が拡大するとの懸念から、米国債利回りが上昇基調となったことや、2018年

に入り日本銀行総裁が金融緩和政策の正常化をほのめかす発言をしたほか、ダラス連邦準備銀

行総裁が利上げに関して積極的な見方を示したことなどから、下落基調で推移しました。その

後は、2018年４月にFRB議長が緩やかな利上げを続けるとの姿勢を改めて示したものの、市場

予想を上回る2018年第１四半期（１-３月期）の決算発表が相次ぎ、REITの業績は順調に拡大

を続けるとの見方が強まったことや、2019年１月にFRB議長が「必要があれば、柔軟に政策を

変更する」と述べたこと、2019年７月に積極的な金融緩和を支持してきたラガルドIMF（国際

通貨基金）専務理事が次期ECB（欧州中央銀行）総裁に指名され、世界的に緩和的な金融環境

が続くとの思惑が広がったことなどを背景に、上昇基調で推移しました。 

 

期間④：2020年２月～2021年12月 

2020年２月以降、世界的に新型コロナウイルスの感染が拡大する中、経済活動が鈍化し世界

経済が大きく後退するとの警戒感が高まり、大きく下落しました。その後、2020年４月にFRB

が緊急資金供給策を発表し、景気が下支えされるとの期待が広がったことや、大手製薬会社が

開発を進める新型コロナウイルスのワクチンについて高い予防効果が示され、ウイルスの感染

拡大による混乱は収束に向かうとの期待が高まったことなどを背景に、上昇基調で推移しまし

た。2021年にかけても、経済の正常化が進むことへの期待により投資家のリスク選好が高まっ

たことなどから、上昇しました。 
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野村北米REIT投信（円コース）年2回決算型

期間⑤：2022年１月～2023年10月 

2022年に入り、FRBが市場の想定以上のペースで金融引き締めを図るとの見方が強まり米長

期金利が上昇したことや、ロシアがウクライナへ軍事侵攻したことにより世界経済の先行き不

透明感が高まったことなどから、下落基調となりました。2022年11月以降、金融当局者が利上

げのペースを緩める可能性を示したことなどから、上昇に転じる局面もありましたが、その後

は、労働市場の逼迫やインフレ関連統計の高止まりなどから利上げが長期化するとの懸念が広

がったことや、2023年10月に中東情勢が緊迫化し市場の重しとなったことなどを背景に、下落

基調で推移しました。 

 

期間⑥：2023年11月～2024年９月 

2023年11月にFOMCで政策金利が再度据え置かれ、利上げが終了するとの観測が広がったこと

や、12月のFOMCで早期利下げ観測が広がったことなどを背景に、上昇基調で推移しました。そ

の後、2024年に入り、米国の堅調な経済指標を背景に早期利下げ観測が後退し、長期金利が上昇

する中で軟調な展開となる局面もありましたが、2024年５月以降は米国の経済指標やインフレ

率が市場予想を下回り、米国債利回りが低下したことなどを受け、上昇基調で推移しました。 

 

 
※店頭デリバティブ取引に関する国際的な規制強化について 

店頭デリバティブ取引等の金融取引に関して、国際的に規制の強化が行なわれており、ファンドが実質的に活用する当該金融取引が当該

規制強化等の影響をうけ、当該金融取引を行なうための担保として現金等を提供する必要がある場合があります。その場合、追加的に現

金等を保有するため、ファンドの実質的な主要投資対象の組入比率が下がり、高位に組入れた場合に期待される投資効果が得られないこ

とが想定されます。また、その結果として、実質的な主要投資対象を高位に組入れた場合と比べてファンドのパフォーマンスが悪化する

場合があります。 
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野村北米REIT投信（円コース）年2回決算型

○１万口当たりの費用明細 (2024年３月16日～2024年９月17日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 117  0.493  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 47)  (0.196)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 66)  (0.280)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.017)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 0   0.002   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 117   0.495    

期中の平均基準価額は、23,702円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

＊各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村北米REIT投信（円コース）年2回決算型

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は2.55％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 当ファンドの費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 投資先ファンドの費用は、投資先ファンドの開示基準に基づき算出したものです。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券等（マザーファンドを除く。）です。 
（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドのその他費用には、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用が含まれます。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 投資先ファンドの運用管理費用については年間最低報酬額が適用される場合があるため、純資産総額によっては目論見書等に記載のあ

る報酬率を上回る場合があります。 
（注） 投資先ファンドの純資産総額等によっては、投資先ファンドの運用管理費用以外の比率が高まる場合があります。 
（注） 投資先ファンドの費用は、交付運用報告書作成時点において、委託会社が知りうる情報をもとに作成しています。 
（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   
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○売買及び取引の状況 (2024年３月16日～2024年９月17日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
ノムラ・ファンド・シリーズ－ノース・アメリカン・リート・ファンド－ クラスJPY － － 1,898 14,556  
 (32,268) (247,334) 

 
＊金額は受け渡し代金。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊（ ）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村マネーマーケット マザーファンド － － 1,401 1,406 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年３月16日～2024年９月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2024年９月17日現在) 

 

 2024年９月17日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 口 

ノムラ・ファンド・シリーズ－ノース・アメリカン・リート・ファンド－ クラスJPY 34,166 

合 計 34,166 
 
 
 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

野村マネーマーケット マザーファンド 1,401 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2024年９月17日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 252,226 100.0 

投資信託財産総額 252,226 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2024年９月17日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 252,226,355   

 コール・ローン等 252,224,711   

 未収利息 1,644   

(B) 負債 2,407,234   

 未払解約金 1,138,387   

 未払信託報酬 1,264,587   

 その他未払費用 4,260   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 249,819,121   

 元本 103,610,709   

 償還差益金 146,208,412   

(D) 受益権総口数 103,610,709口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 24,111円32銭 
 
（注）期首元本額は109,934,801円、期中追加設定元本額は59,954円、

期中一部解約元本額は6,384,046円、１口当たり純資産額は

2.411132円です。 
 

○損益の状況 (2024年３月16日～2024年９月17日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 844,929   

 受取配当金 833,095   

 受取利息 11,835   

 支払利息 △          1   

(B) 有価証券売買損益 4,866,099   

 売買益 5,228,790   

 売買損 △    362,691   

(C) 信託報酬等 △  1,268,847   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 4,442,181   

(E) 前期繰越損益金 △  4,174,102   

(F) 追加信託差損益金 145,940,333   

 (配当等相当額) (  221,766,191)  

 (売買損益相当額) (△ 75,825,858)  

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 146,208,412   
 
＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
 
 

 

  

親投資信託残高 
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○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2009年10月21日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2024年９月17日 資 産 総 額 252,226,355円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 2,407,234円 

純 資 産 総 額 249,819,121円 

受益権口数 327,002,735口 103,610,709口 △223,392,026口 受 益 権 口 数 103,610,709口 

元 本 額 327,002,735円 103,610,709円 △223,392,026円 １万口当たり償還金 24,111円32銭 

最近10年の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第10期 170,774,383円 336,572,776円 19,709円 10円 0.1％ 

第11期 117,530,966   261,442,839   22,245   10   0.1   

第12期 81,020,357   165,866,992   20,472   10   0.1   

第13期 111,296,421   247,959,361   22,279   10   0.1   

第14期 171,373,085   394,790,851   23,037   10   0.1   

第15期 240,558,488   534,642,442   22,225   10   0.1   

第16期 136,646,564   315,761,599   23,108   10   0.1   

第17期 123,491,935   261,819,218   21,201   10   0.1   

第18期 63,276,737   147,548,015   23,318   10   0.1   

第19期 57,825,677   138,791,312   24,002   10   0.1   

第20期 155,773,433   388,340,176   24,930   10   0.1   

第21期 196,922,760   432,387,756   21,957   10   0.1   

第22期 193,919,520   453,239,041   23,373   10   0.1   

第23期 187,960,202   491,672,963   26,158   10   0.1   

第24期 154,967,153   469,379,774   30,289   10   0.1   

第25期 147,491,083   449,370,969   30,468   10   0.1   

第26期 133,813,874   354,765,160   26,512   10   0.1   

第27期 119,927,268   287,981,540   24,013   10   0.1   

第28期 115,386,601   277,792,039   24,075   10   0.1   

第29期 109,934,801   260,311,341   23,679   10   0.1   
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 24,111円32銭 
 
 
 

○お知らせ 

投資信託約款に規定している委託者が行なう公告を掲載する当社ホームページのアドレス

を「http://www.nomura-am.co.jp/」から「https://www.nomura-am.co.jp/」に変更する所要

の約款変更を行ないました。 ＜変更適用日：2024年７月４日＞ 

 


